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１　業務状況

（１） 概況

（２） 事業報告書

下半期用水供給総水量
（単位：㎥）

令和５年度下半期 令和４年度下半期 増　減 比率（％）

福 岡 市 24,733,303 24,615,060 118,243 100.5

大 野 城 市 2,824,905 2,809,530 15,375 100.5

筑 紫 野 市 2,701,100 2,538,607 162,493 106.4

太 宰 府 市 2,205,405 2,011,500 193,905 109.6

春日那珂川水道企業団 2,043,260 2,032,150 11,110 100.5

古 賀 市 1,471,970 1,490,960 △ 18,990 98.7

宇 美 町 1,185,520 1,256,330 △ 70,810 94.4

志 免 町 1,166,955 1,128,600 38,355 103.4

須 恵 町 804,755 824,815 △ 20,060 97.6

粕 屋 町 1,340,115 1,332,410 7,705 100.6

篠 栗 町 798,520 794,180 4,340 100.5

新 宮 町 933,200 981,330 △ 48,130 95.1

宗像地区事務組合 417,799 413,140 4,659 101.1

糸 島 市 2,602,300 2,599,820 2,480 100.1

合 計 45,229,107 44,828,432 400,675 100.9

　令和５年度下半期は、６市、６町、１企業団、１事務組合に対し、45,229,107立方メートル

（一日平均247,154立方メートル）の水道用水を供給いたしました。前年度同期に比べ、

400,675立方メートル(一日平均844立方メートル)、率にして0.89パーセント増加いたしまし

た。

　主要事業につきましては、「水道ビジョン2018」に基づき、管路の耐震化や施設の更新・改

良など、計画的な施設整備等を推進いたしました。

　今後も、安全で良質な水道用水を安定的に供給するため、適切な施設の維持管理と計画

的な施設整備に取り組んでまいります。

用 水 供 給 先
用水供給水量 対前年度比較
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（３）　損益計算書（令和５年10月１日から令和６年３月31日まで）

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

（４）　貸借対照表（令和６年３月31日現在）

（５）　企業債及び一時借入金現在高（令和６年３月31日現在）

　　ア　企業債の現在高

　　イ　一時借入金の現在高

なし

（単位：千円）

区 分 金 額

総 収 益 （ A ） 5,869,534

5,161,878

707,656

0

総 費 用 （ B ） 7,153,175

7,086,784

55,529

10,862

差引損益（A）-（B） △ 1,283,641

（単位：千円）

資産の部 負債・資本の部

科 目 金 額 科 目 金 額

固 定 資 産 136,801,418 固 定 負 債 4,827,076

流 動 資 産 9,285,093 流 動 負 債 4,835,378

繰 延 収 益 26,669,159

資 本 金 105,074,593

剰 余 金 4,680,305

計 146,086,511 計 146,086,511

（単位：百万円）

令 和 ５ 年 度 令 和 ５ 年 度 下 半 期 令 和 ５ 年 度 末

上 半 期 末 現 在 高 発 行 額 償 還 額 現 在 高

7,028 0 774 6,254
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